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本
幹
事
会
は
、
野
田
会
長
が
欠

席
の
た
め
、
川
辺
副
会
長
の
進
行

で
開
催
し
ま
し
た
。 

   

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年 

本
日
は
東
日
本
大
震
災
の
発
災

か
ら
15
年
目
の
節
目
の
日
で
す
。 

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
に
心
よ
り
哀

悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
方

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し 

      

し
て
、
近
い
将
来
起
き
る
と
い
わ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
圏

直
下
地
震
な
ど
へ
、
防
災
・
減
災
を

意
識
し
た
備
え
の
点
検
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
に
よ
る 

主
権
国
家
へ
の
侵
略
に
つ
い
て 

１
月
に
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
統
領

夫
妻
を
拉
致
し
ア
メ
リ
カ
に
連
行
。

２
月
に
は
核
軍
縮
交
渉
の
さ
な
か

イ
ラ
ン
に
侵
攻
し
国
家
元
首
な
ど

を
殺
害
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

国
際
法
違
反
で
す
。 

国
際
世
論
は
、
戦
争
反
対
の
立

場
を
明
確
に
し
た
ス
ペ
イ
ン
を
除

け
ば
は
っ
き
り
と
ア
メ
リ
カ
批
判

を
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
、
平
和
だ
か
ら
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
ら
れ
ま
す
。 

 

国
連
主
導
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ラ
ン
へ
世
界
各
国
が
協
調
し
て

即
時
停
戦
を
働
き
か
け
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。 

 

宇
田
川
事
務
局
長
か
ら
の
活
動

報
告
、
並
び
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
を
受
け
、 

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

       

そ
の
後
、
協
議
事
項
を
担
当
者

等
が
提
起
し
、
質
疑
の
後
、
全
体
で

確
認
し
て
、
第
４
回
幹
事
会
を
終

了
し
ま
し
た
。 

◎
報
告
事
項 

○
各
種
会
議
・
専
門
委
員
会
報
告 

○
第
51
回
衆
議
院
選
挙
関
係
に
つ 

 

い
て
（
連
合
推
薦
候
補
者
結
果

等
） 

○
政
策
・
制
度
要
求
実
現
２
・
13

院
内
集
会
に
つ
い
て 

○
2026
年
特
別
国
会
に
向
け
た
要
請 

行
動
に
つ
い
て 

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
た
め

の
第
14
回
学
習
会
に
つ
い
て 

○
核
兵
器
廃
絶
1000
万
署
名 

○
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告 

○
連
合
か
ら
の
報
告 

◎
協
議
事
項 

○
第
30
回
定
期
総
会
開
催
準
備 

○
2026
年
度
政
策
・
制
度
要
求
に
つ

い
て 

○
第
96
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会 

○
2026
年
全
国
高
齢
者
集
会
実
行
委 

員
会
設
置
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 
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2026年 3月 23日（月） 第 408号 

第
４
回
幹
事
会
を
開
催 

３
月
11
日
（
水
）、「
第
４
回
幹
事
会
」
を
開
催
し
て
、
各
種
委
員
会
・
会

議
の
報
告
、
集
会
や
取
り
組
み
報
告
お
よ
び
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
活
動
報
告

を
受
け
、
協
議
事
項
で
は
、
第
30
回
定
期
総
会
開
催
に
つ
い
て
や
、

年

度
政
策
・
制
度
要
求
（
素
案
）
等
を
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月

日
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
目
の
節
目
で
あ
り
、
幹

事
会
冒
頭
に
、
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

日
本
退
職
者
連
合 

日本退職者連合 

HP QRコード 

 

宇田川事務局長 

川辺副会長 

川
辺
副
会
長
あ
い
さ
つ 

活
動
報
告
と 

 

協
議
事
項
提
起 
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各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
よ
り
、
第

51
回
衆
議
院
選
挙
結
果
や
、
諸

活
動
の
報
告
を
受
け
た
。 

   

①
道
内
８
地
区
で
開
催
さ
れ
た

総
会
報
告
。 

②
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
な
世
界

の
実
現
を
求
め
る
高
校
生
一
万

人
署
名
活
動
報
告
（
2025
年
11
月

30
日
）。 

   

①
各
県
退
連
の
活
動
報
告
。 

②
福
島
退
連
は
連
合
福
島
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
県
退
連
コ
ー

ナ
ー
（
バ
ナ
ー
）」
設
置
を
報
告 

          

   

①
各
県
退
連
活
動
の
報
告
。 

②
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
５
月
14
日 

に
山
梨
で
開
催
予
定
。
現
在
準

備
中
。 

   

①
各
県
退
連
活
動
報
告
。 

②
各
県
退
連
の
３
月
以
降
の
活

動
予
定
報
告
。 

   

①
各
県
退
連
活
動
報
告
。 

②
福
井
県
知
事
選
に
つ
い
て
。 

③
石
川
県
知
事
選
に
つ
い
て
。 

④
福
井
退
連
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
委
員
会
は
労
福
協
と
共
催

で
研
修
会
を
開
催
（
２
月
５

日
）。 

  

①
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
第
１
回
幹
事

会
開
催
報
告
（
１
月
20
日
）。 

②
各
退
連
で
の
活
動
報
告
。 

   

①
鳥
取
退
連
は
、
人
権
に
関
わ

る
各
種
行
事
に
積
極
的
参
加
。 

②
島
根
県
連
は
、
総
会
後
に
被

団
協
本
間
代
表
理
事
が
講
演
。 

③
岡
山
退
連
は
、
高
齢
者
医
療

負
担
金
増
額
に
対
し
緊
急
申
入

れ
を
実
施
。 

  

①
各
県
退
連
活
動
報
告
。 

②
高
知
退
連
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
情
報
交
流
会
を
初
め

て
実
施
（
２
月
５
日
）。
今
後
も

継
続
を
意
思
統
一
し
た
。 

  

①
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
３
月

16
日
に
佐
賀
市
内
で
開
催
。 

②
各
県
退
連
活
動
報
告
。 

 

             

  

◇
2026
春
闘
に
つ
い
て 

①
２
月
28
日
「
2026
春
季
生
活
闘

争 

連
合
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
2
・

28
中
央
集
会
・
ア
ク
シ
ョ
ン
デ

モ
」
を
開
催
し
、
退
連
か
ら
も
多

く
の
方
に
参
加
し
て
頂
い
た
。 

②
３
月
５
日
の
要
求
集
計
で
は

連
合
の
７
％
要
求
に
概
ね
沿
っ

た
要
求
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
を

上
回
っ
て
い
る
。
経
営
側
態
度
は
、

賃
上
げ
の
必
要
性
に
は
理
解
を

示
し
て
い
る
が
、
慎
重
な
態
度
を

崩
し
て
い
な
い
。
来
週
の
山
場
に

向
け
て
結
果
に
こ
だ
わ
る
交
渉 

を
続
け
て
い
く
。 

               

 

◇
中
東
情
勢
に
つ
い
て 

即
時
停
戦
と
早
期
の
事
態
収

拾
を
強
く
求
め
る
談
話
を
発
出

し
た
。 

 

連
合
は
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
と
も
に

和
平
の
実
現
を
求
め
行
動
す
る
。 

◇
労
働
基
準
法
改
正
関
係 

現
在
労
政
審
で
、
労
働
時
間
規

制
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
て
い
る
。

時
間
外
上
限
規
制
緩
和
な
ど
に

反
対
を
し
て
い
く
。 

◇
第
51
回
衆
議
院
選
挙
総
括 

方
向
性
等
に
つ
い
て
、
関
係
部

門
で
検
討
中
な
の
で
、
改
め
て
幹

事
会
等
で
報
告
し
て
い
く
。 

 

               

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク 

四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク 

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
報
告 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

 

幹 事 

馬 橋 博 一 さん 

（鉄道退職者の会全国連合会） 

 

新

役

員

紹

介 

 

連
合
報
告 

 

厚生労働省へ政策・制度要求

 

退職者連合は、２月１８日に、２０２６年特別国会

に向けた政策・制度要求行動のトップを切って、

厚生労働省青山総括審議官へ要求書を手交し、主

旨説明を行いました。 

初めに野田会長が「昨年夏の要請では真摯に対

応していただいた。本年も協力をいただきた

い。」とあいさつしました。 

続いて、政策担当岩崎副事務局長より、重点３

項目の負担増の抑制を要請し、その後意見交換を

行いました。 

《重点３項目》 

１．高齢者医療制度の自己負担区分について 

２．介護保険の利用者負担区分について 

３．介護保険部会で議論されたこと 

（＊ケアマネジメントの利用者負担について） 

青山総括審議官からは、「３点は重要な意見で

避けられない論点と痛感している。意見は重く受

け止めたい。丁寧に、丁寧に説明して進めてい

く。」等の発言がありました。 

青山総括審議官（左）と

野田会長 
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学
習
会
は
、
退
職
者
連
合
・
髙

橋
副
事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま

り
ま
し
た
。 

初
め
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委

員
会
を
代
表
し
て
川
辺
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
し
「
昨
年
、
日
本
で

初
め
て
女
性
総
理
大
臣
が
誕
生

し
た
こ
と
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
立
場
か
ら
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
し
た
が
、
高
市
総
理
の
そ
の
後 

       

の
言
動
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

求
め
る
多
く
の
国
民
世
論
か
ら

は
逆
行
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
導
入
に
向
け
厳
し
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
社
会
の
多
様
化
が
進
む
中
で

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
関
す
る
固
定
観
念
を
見
直
し
、

よ
り
柔
軟
で
包
摂
的
な
社
会
を

作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
国
連
の
女
性
差
別
撤
廃

委
員
会
は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
、
男
系
男
子
の
み
の
皇
位
継
承

を
認
め
る
皇
室
典
範
の
改
正
、
賃

金
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
、
政
治
分

野
に
お
け
る
女
性
議
員
の
割
合

の
低
さ
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。 

 

産
別
・
地
方
退
連
の
皆
さ
ん
、

一
丸
と
な
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
述
べ
ま

し
た
。 

 

続
い
て
、
連
合
総
合
政
策
推
進

局
・
畠
山
局
長
が
あ
い
さ
つ
し
、 

「
現
役
の
女
性 

役
員
も
増
え
て 

い
る
。
役
員
数 

を
30
％
、
そ
し
「 

て
50
％
を
目
標 

に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
を
求
め
る
取
り
組
み
で
は
、

署
名
活
動
で
63
万
筆
を
集
約
し

国
会
に
提
出
し
た
。
残
念
な
が

ら
、
通
常
国
会
で
は
法
案
が
成

立
せ
ず
、
先
般
の
衆
議
院
解
散

に
よ
り
廃
案
に
な
っ
た
。
今

後
、
現
政
権
下
で
成
立
を
目
指

す
に
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

連
合
の
ス
タ
ン
ス
は
何
ら
変
わ

り
な
く
、
早
期
成
立
を
求
め
る

こ
と
に
こ
だ
わ
る
。
引
き
続
き

皆
様
と
と
も
に
こ
の
制
度
の
導

入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
参
集
の
皆
様
が
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
推
進
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
い
、
勇
気
と
元
気

を
い
た
だ
い
た
。
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ

た
。 

 

次
に
、 

ジ
ェ
ン 

ダ
ー
平
等 

委
員
会
・
畠 

山
副
委
員
長
か
ら
、
①
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
委
員
会
の
取
り
組
み
、
②

連
合
の
取
り
組
み
、
③
審
議
会
等

で
の
論
議
状
況
に
つ
い
て
、
報
告

を
行
い
ま
し
た
。 

３
月
４
日
（
水
）
13
時
30
分
か
ら
、
連
合
会
館
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

た
め
の
第
14
回
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
、
立
憲
民
主
党
参
議
院
議
員
・
辻
元
清
美
さ
ん
を
お
招
き
し
て
「
女
性
の
政
治
参
画
」
を 

テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
も
WEB
併
用
で
開
催
し
、
会
場
と
WEB
で
全
国
か
ら
約
300
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
た
め
の
第
14
回
学
習
会
を
開
催 

「
女
性
の
政
治
参
画
」
に
つ
い
て 

参
議
院
議
員
・
辻
元 

清
美
さ
ん
が
講
演 

 
 

ジェンダー平等委員会 

川辺委員長 

畠山局長 

畠山副委員長 

学習会会場・約１５０名が参加 
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特
に
「
第
６
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
に
あ
た
っ
て
の
議
論
経
過

や
、
旧
姓
使
用
が
法
制
化
さ
れ
て

も
懸
念
さ
れ
る
課
題
等
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
例
を
だ
し
て
説
明
し
、

課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。 

 

 

続
い
て
、
講
演
に
入
り
、
立
憲

民
主
党
・
辻
元
清
美
参
議
院
議
員

よ
り
、「
女
性
の
政
治
参
画
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
会
場

と
WEB
参
加
者
か
ら
、
多
く
の
質

問
が
あ
り
、
辻
元
議
員
に
丁
寧
に

応
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

講
演
後
、
会
場
と
WEB
参
加
者

で
意
見
交
換
を
行
い
、
ジ
ェ
ン 

ダ
ー
平
等
の
社
会
実
現
に
向
け

た
第
14
回
学
習
会
を
終
了
し
ま

し
た
。 

         

  
 
 

                              

             

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
は
、
連
合

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
特
設
サ
イ
ト
」
を

活
用
し
て
署
名
し
ま
す
。 

ま
た
、
QR
コ
ー
ド
か
ら
も
「
オ

ン
ラ
イ
ン
署
名
特
設
サ
イ
ト
」

に
誘
導
さ
れ
ま
す
。 

 

左
の
QR
コ
ー
ド
を
使
っ
て 

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り

組
み
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

 

女性の現状を共有 

政治参画推進で

 

 

辻元参議院議員は、「第５１回衆議院選挙は、突然の解散でしたが、全国各

地で私たちの仲間にご支援をいただき、感謝申し上げます。参議院での立憲

民主党は、来年の統一地方選挙について、水岡新代表のもと、中道改革連合

とも協力しながら、立憲民主党の旗の下で戦っていく。参議院では３１の委員会

のうち１５の委員会で委員長を野党がとっている。憲法審査会や外交防衛委員

会、文教科学委員会も野党であり、これからも頑張っていく。」とあいさつし、講

演が始まりました。 

 講演では①諸外国の国会議員に占める女性割合の推移、②日本の女性の

政治分野への参画状況と課題、③女性議員を増やすだけでなく、継続すること

の難しさ、などについて、ご自身の経験やこれまでの活動とともに話をされまし

た。 

また、企業や科学・学術など政治分野以外での女性の参画推進の現状、生

活時間の国際比較などについても説明していただきました。 

最後に、ジェンダー平等社会の実現に向けて、「頑張っていきましょう」と呼び

かけられ、講演を終了しました。 

 

～春季生活闘争～ 

『連合全国アクション 

2.28中央集会・アクシ

ョンデモ』に参加 

２月２８日、都内・青山公

園南地区において、中央集会

が開催され、全体で１０５５

名、退職者連合からは３０名

が参加しました。 

集会では、「こだわろう！

くらしの向上・ひろげよう！

仲間の輪」を合言葉に、回答

引き出しに向けた決意を新た

にしました。 

主催者あいさつや共闘連絡

会議代表者の決意表明等が行

われ、アピールを採択し、最後

に代々木公園までデモ行進し

ました。 

 
 

 

 


